
プール施設について

※民間プール施設を活用して
いる第七小学校、成木小学校、
友田小学校、第六中学校、第
七中学校を除く
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（1） プール施設の老朽化状況

（3） プール施設維持管理経費
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１　プール施設の現状

（校）

（千円） （千円） （千円） （千円）

※プール施設については建設
後、全面改修やプール層の全面
改修を老朽化状況に応じて実
施している。

資料１０

（2） 水泳授業の実施状況

　　水泳授業は学習指導要領にて小1～中2まで必須とされている
が、適切な水泳場（プール施設）が確保出来ない場合は実技を行
わないことも可能となります。

　
小学校

（14校平均）
中学校
（8校平均）

指導実施
予定時数 10.8 7.1

指導実施
時数 10 7.1

【R6学校プール平均実施時数】 【R6民間温水プール活用実施時数】

　
小学校
（２校平均）

中学校
（２校平均）

指導実施
予定時数 11 12

指導実施
時数 11 12
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（1） 学校プール施設（屋外プール） （2） 民間プール施設（屋内プール）

3　プール施設建設にかかるコストおよび民間施設利用料

（1） ライフサイクルコスト

プール事業費 屋外プール 屋内プール 備考

プール建設費 316,000 462,000　

主な施設改修費 200,100 248,000　

維持補修費 112,000 168,000小規模修繕費、点検費、光熱水費等

合計（80年間） 628,000 878,000　

○　新設プールにかかるライフサイクルコスト（80年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

【出典】町田市教育委員会「今後の町田市立小中学校のプール整備方針」

（2） 民間プール施設利用料

２　プール施設の課題

　　ア　近年の異常な暑さによる熱中症リスクやプールサイド等高温化
　　イ　老朽化による安全面でのリスク
　　ウ　使用日数に対して維持管理費が高額
　　エ　プール開設に向けての準備や水質管理等における教職員への負担
　　オ　天候の影響を受ける
　　カ　プール指導時の児童・生徒の安全配慮による教職員への負担
　　キ　周辺からの視線、のぞきなどへの不安

　　ア　施設までの移動時間がかかる
　　イ　施設のキャパシティにより人数の制限がある（現状100人程度）

　　　　 民間プール施設の利用料の内訳は、大きく分けて、施設利用料、水泳指導費等となり、児童・生徒の人数により利用料が算定さ
　　　れている。令和6年度決算状況からの利用料および水泳指導費を除いた利用料は以下となります。

　　　　 新たにプール施設を新設し、80年間の使用を前提とし、プール施設にかかる事業費は以下となります。
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　 利用人数 総利用回数 利用料 一人あたりの１回単価 利用料（水泳指導除く） 一人あたりの１回単価

小学校 111 人 751 回 \2,632,300 \3,505 \1,026,300 \1,367

中学校 63 人 277 回 \1,347,060 \4,863 \571,560 \2,063

合計 174 人 1028 回 \3,979,360 \3,871 \1,597,860 \1,554



４　学校プールと民間プール施設における経費比較

（1） 学校施設にプール施設を新設する場合

※全体再編イメージでは施設一体型小中一貫校でプール施設1つとして計算

（2） 民間プール施設を全校にて活用する場合

　（単位：千円）

　 既存２６校 全体イメージA（１４校） 全体イメージB（１７校）

80年間総事業費
（１校878,000千円） 22,828,000 12,292,000 14,926,000

1年間平均
（1校10,975千円） 285,350 153,650 186,575

　（単位：千円）

　 既存２６校 全体イメージA（１４校） 全体イメージB（１７校）

80年間総事業費
（１校628,000千円） 16,328,000 8,792,000 10,676,000

1年間平均
（1校7,850千円） 204,100 109,900 133,450

○屋内プール

○屋外プール

　（単位：千円）

　
令和7年
児童数：4,997人
生徒数：2,685人

令和17年
児童数：3,631人
生徒数：1,914人

令和27年
児童数：3,945人
生徒数：1,932人

令和37年
児童数：3,432人
生徒数：1,955人

令和41年
児童数：3,063人
生徒数：1,760人

小学校
（1人1回1,367円） 68,301 49,636 53,928 46,915 41,871

中学校
（1人1回2,063円） 38,774 27,640 27,900 28,232 25,416

合計 107,075 77,276 81,828 75,147 67,287

　　　　前述のライフサイクルコストから既存の学校施設に屋外・屋内プール施設を新設する場合の80年間での事業費および、再編における全体
　　イメージAおよびBでの事業費は以下となります。

　　　　 令和7年度時点で、全校が民間プール施設を活用する場合、また、推計による児童・生徒数の減少を見越した上での１年間の水泳指導費を
　　　除いた事業費は以下となります。なお、児童・生徒の1回あたりの単価は令和6年度の数値を、回数は学校プールの実施時数として小学校10
　　　回、中学校は7回として計算しています。
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